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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 1,782 3.9 △24 － △26 － △14 －

2023年３月期第２四半期 1,716 97.8 △39 － △40 － △31 －
(注) 包括利益 2024年３月期第２四半期 △24百万円( －％) 2023年３月期第２四半期 △41百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 △3.58 －

2023年３月期第２四半期 △7.91 －
　

（注）2023年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、
１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。また、2024年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益については、潜在株式が存在しなくなったため、記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 2,268 995 44.5

2023年３月期 2,390 1,018 42.7
(参考) 自己資本 2024年３月期第２四半期 1,008百万円 2023年３月期 1,020百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年３月期 － 0.00

2024年３月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　
　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,896 3.5 130 2.2 128 △0.5 124 △10.2 30.84
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期２Ｑ 4,027,700株 2023年３月期 4,023,700株

② 期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 254株 2023年３月期 229株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 4,027,410株 2023年３月期２Ｑ 4,016,596株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関
する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済については、新型コロナウイルス感染拡大防止のための制限や入

国規制が撤廃され、感染症法上の分類において５類に移行されるなど、消費活動に大きな持ち直しがみられまし

た。その一方、ウクライナ戦争に収束の兆しがないことに加え、歴史的な円安が継続しており、原材料価格や原油

を中心とするエネルギー価格の値上げ圧力にさらされており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　外食産業におきましても、新型コロナウイルス感染拡大防止のための制限が撤廃されたことにより、需要は回復

傾向にあります。しかしながら、原材料、エネルギー価格及び物流費の高騰に加え、慢性的な人手不足となってお

り、経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

　こうした環境のもと、当社グループにおきましても、前年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響がありました

が、当第２四半期連結累計期間においては当該影響を受けることはなかったため、前年と比べて売上を回復させる

ことができました。加えて、この２年間進めてきた原価低減、モバイルオーダーシステム等の導入による少人数で

運営できる体制作りを進めてきた結果、店舗事業の収支改善を図ることができました。

　2023年５月には「８TH SEA OYSTER Barパルコヤ上野店」（東京都台東区）、2023年10月にも「８TH SEA OYSTER

Bar渋谷ヒカリエ店」（東京都渋谷区）をオープンしました。その他にも下期に３～４店舗の出店を予定しておりま

す。また、阪急グランドビル店とミント神戸店のリニューアル工事を実施し、引き続き売上拡大に向けた出店・リ

ニューアルを進める予定です。一方、商業施設のリニューアルや大阪・梅田エリアの店舗戦略見直し等により、

2023年８月に「福岡キャナルシティプラザ店」、2023年9月に「横浜モアーズ店」及び「梅田NU茶屋町店」を閉店す

ることとなりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,782,396千円（前年同期比3.9％増）、営業損失24,134

千円（前年同期は営業損失39,500千円）、経常損失26,614千円（前年同期は経常損失40,044千円）、親会社株主に

帰属する四半期純損失14,411千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失31,774千円）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりです。以下の売上高の数値はセグメント間の取引消去前となっております。

　報告セグメントと事業の内容の関係性は次のとおりです。

　①「店舗事業」は、店舗事業、富山入善ヴィレッジ事業の店舗から構成されます。

　②「卸売事業」は、当社の店舗事業を除く外部飲食店等への牡蠣関連の国内卸売事業となります。

③「加工事業] は、店舗事業のセントラルキッチン機能及び外部からの受託加工事業から構成されます。

④「その他」は、浄化センター、陸上養殖の所在エリア内でのイベント事業及びECサイト事業から構成

　 されます。

① 店舗事業

　当第２四半期連結累計期間においては、2023年５月に「８TH SEA OYSTER Barパルコヤ上野店」（東京都台東区）

をオープンしました。一方、商業施設のリニューアルや大阪・梅田エリアの店舗戦略見直し等により、2023年８月

に「福岡キャナルシティプラザ店」、2023年9月に「横浜モアーズ店」及び「梅田NU茶屋町店」を閉店することとな

りました。この結果、2023年９月末現在の店舗数は23店舗となっております。

　一方、前年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響がありましたが、当第２四半期連結累計期間においては当該

影響を受けることはなかったため、前年と比べて売上を大きく回復させることができました。また、この２年間進

めてきた原価低減、少人数で運営できる体制作りを進めてきた結果、店舗事業の収支を大幅に改善することができ

ました。

　以上の結果、店舗事業における売上高1,526,714千円（前年同期比11.0％増）、セグメント利益151,358千円（前

年同期比24.8％増）となりました。
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② 卸売事業

　卸売事業では、自社店舗のほか、グループ外の飲食店舗などに牡蠣を卸売販売しています。当第２四半期連結累

計期間においては、商社や飲食店が集まる食品展示会の出展や取引先の紹介依頼を強化し、販売先数の拡大に尽力

しました。その結果、外部環境の改善もありましたが、売上高は引き続き好調に推移しております。

　以上の結果、卸売事業における売上高206,545千円（前年同期比36.1％増）、セグメント利益62,482千円（前年同

期比47.7％増）となりました。

③ 加工事業

　加工事業は、店舗事業のセントラルキッチンとしての役割が主でありましたが、2021年５月より海産物の受託事

業を開始しました。受託事業により、本セグメントの収支改善が進んでおりましたが、当社が主に取り扱っている

ホタテの価格上昇により、回転寿司チェーンの取扱いが縮小したため、本年２月以降大幅に受注が減少しておりま

す。また、本年６月以降、魚類の加工受託を開始しており、本セグメントの赤字縮小に努めて参ります。

　以上の結果、売上高31,118千円（前年同期比80.7％減）、セグメント損失38,991千円（前年同期はセグメント損

失17,255千円）となりました。

④ その他

　その他には、イベント事業及びECサイト事業などが含まれます。当第２四半期連結累計期間においては、浄化セ

ンター及び陸上養殖エリア内でのイベント事業で売上が計上されたほか、ECサイト事業においても売上が計上され

ました。

　以上の結果、その他の事業における売上高35,038千円（前年同期比15.2％増）、セグメント利益4,683千円（前年

同期はセグメント損失1,386千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は2,268,247千円となり、前連結会計年度末と比較して122,508千円

の減少となりました。

　これは主として、現金及び預金が229,882千円減少し、有形固定資産が91,182千円増加したこと等によるもので

す。

　当第２四半期連結会計期間末における負債は1,272,344千円となり、前連結会計年度末と比較して99,542千円の減

少となりました。

　これは主として、長期借入金が33,714千円、繰延税金負債が20,294千円それぞれ減少したこと等によるもので

す。

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は995,903千円となり、前連結会計年度末と比較して22,965千円の微

減となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2023年５月15日「2023年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」で公表いたしま

した通期連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,334,296 1,104,414

売掛金 194,649 218,117

原材料 38,986 41,019

未収入金 10,305 -

未収消費税等 1,766 771

その他 12,138 25,417

流動資産合計 1,592,143 1,389,740

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 424,036 453,159

その他（純額） 107,275 169,334

有形固定資産合計 531,311 622,493

投資その他の資産

繰延税金資産 23,045 7,721

敷金及び保証金 244,256 248,291

投資その他の資産合計 267,301 256,013

固定資産合計 798,613 878,506

資産合計 2,390,756 2,268,247

負債の部

流動負債

買掛金 102,639 115,223

1年内返済予定の長期借入金 67,128 67,428

未払法人税等 18,185 10,095

資産除去債務 8,704 30,247

株主優待引当金 27,162 26,652

契約負債 28,939 33,013

その他 273,722 214,147

流動負債合計 526,481 496,808

固定負債

長期借入金 454,923 421,209

繰延税金負債 206,068 185,774

資産除去債務 184,413 168,552

固定負債合計 845,405 775,535

負債合計 1,371,886 1,272,344

純資産の部

株主資本

資本金 1,317,183 1,318,183

資本剰余金 1,386,239 1,387,239

利益剰余金 △1,682,526 △1,696,937

自己株式 △114 △114

株主資本合計 1,020,782 1,008,370

新株予約権 8,600 8,600

非支配株主持分 △10,512 △21,067

純資産合計 1,018,869 995,903

負債純資産合計 2,390,756 2,268,247
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 1,716,051 1,782,396

売上原価 662,348 627,790

売上総利益 1,053,703 1,154,605

販売費及び一般管理費 1,093,203 1,178,740

営業損失（△） △39,500 △24,134

営業外収益

受取利息 7 6

受取協賛金 2,000 -

還付加算金 1 30

営業外収益合計 2,008 37

営業外費用

支払利息 2,552 2,516

営業外費用合計 2,552 2,516

経常損失（△） △40,044 △26,614

特別利益

補助金収入 10,495 300

受取保険金 - 1,394

特別利益合計 10,495 1,694

特別損失

アドバイザリー等費用 13,400 -

店舗閉鎖損失 - 2,654

特別損失合計 13,400 2,654

税金等調整前四半期純損失（△） △42,949 △27,574

法人税等 △1,378 △2,608

四半期純損失（△） △41,571 △24,965

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △9,796 △10,554

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △31,774 △14,411
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純損失（△） △41,571 △24,965

その他の包括利益

その他の包括利益合計 - -

四半期包括利益 △41,571 △24,965

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △31,774 △10,554

非支配株主に係る四半期包括利益 △9,796 △14,411
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △42,949 △27,574

減価償却費 27,832 30,394

アドバイザリー等費用 13,400 -

店舗閉鎖損失 - 2,654

契約負債の増減額（△は減少） 1,251 4,074

株主優待引当金の増減額（△は減少） △2,117 △510

受取利息及び受取配当金 △7 △6

支払利息 2,552 2,516

売上債権の増減額（△は増加） △53,622 △23,467

棚卸資産の増減額（△は増加） △9,520 △2,033

仕入債務の増減額（△は減少） 49,961 12,584

受取保険金 - △1,394

未払金の増減額（△は減少） △1,335 7,617

未払費用の増減額（△は減少） 3,633 △8,842

未払又は未収消費税等の増減額 23,053 △62,477

補助金収入 △10,495 △300

その他 △1,329 △13,581

小計 307 △80,347

補助金の受取額 70,455 300

保険金の受取額 - 1,394

利息及び配当金の受取額 7 6

利息の支払額 △2,462 △2,492

アドバイザリー等費用による支出 △13,400 -

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △67,376 7,745

営業活動によるキャッシュ・フロー △12,468 △73,393

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △37,270 △114,406

資産除去債務の履行による支出 - △6,620

敷金及び保証金の差入による支出 △10,744 △9,049

敷金及び保証金の回収による収入 108 5,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △47,906 △125,075

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △23,275 △33,414

株式の発行による収入 750 2,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,525 △31,414

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △82,899 △229,882

現金及び現金同等物の期首残高 1,272,793 1,334,296

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,189,893 1,104,414
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１ 配当金支払額

　 該当事項はありません。

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　 該当事項はありません。

３ 株主資本の金額の著しい変動

　 該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１ 配当金支払額

　 該当事項はありません。

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　 該当事項はありません。

３ 株主資本の金額の著しい変動

　 該当事項はありません。

（追加情報）

当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、単体納税制度からグループ通算制度へ移行し

ております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）に従ってお

ります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額店舗事業 卸売事業 加工事業 計

売上高

顧客との契約
から生じる収益

1,375,746 151,709 158,173 1,685,629 30,422 1,716,051 ― 1,716,051

外部顧客への
売上高

1,375,746 151,709 158,173 1,685,629 30,422 1,716,051 ― 1,716,051

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 3,182 3,182 ― 3,182 △3,182 ―

計 1,375,746 151,709 161,356 1,688,811 30,422 1,719,234 △3,182 1,716,051

セグメント利益
又は損失(△)

121,264 42,308 △17,255 146,317 △1,386 144,930 △184,431 △39,500

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「イベント事業」及び「ECサイ

ト事業」を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額184,431千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額店舗事業 卸売事業 加工事業 計

売上高

顧客との契約
から生じる収益

1,526,714 206,545 14,097 1,747,357 35,038 1,782,396 ― 1,782,396

外部顧客への
売上高

1,526,714 206,545 14,097 1,747,357 35,038 1,782,396 ― 1,782,396

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 17,021 17,021 ― 17,021 △17,021 ―

計 1,526,714 206,545 31,118 1,764,378 35,038 1,799,417 △17,021 1,782,396

セグメント利益
又は損失(△)

151,358 62,482 △38,991 174,850 4,683 179,533 △203,668 △24,134

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「イベント事業」及び「ECサイ

ト事業」を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額203,668千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


